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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 36,526 5.1 5,098 4.3 5,235 5.5 4,243 19.1

2025年３月期第３四半期 34,738 5.9 4,890 7.5 4,965 6.1 3,562 9.7

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 3,962百万円（21.8％） 2025年３月期第３四半期 3,254百万円（9.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 141.75 137.90

2025年３月期第３四半期 119.06 115.83

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 46,641 32,039 68.1 1,060.80

2025年３月期 45,331 29,637 64.6 978.29

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 31,764百万円 2025年３月期 29,281百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 55.00 55.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期（予想） 60.00 60.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 49,000 6.2 6,700 6.6 6,800 6.4 4,900 11.8 163.66

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
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①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 32,306,286株 2025年３月期 32,306,286株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 2,362,130株 2025年３月期 2,375,130株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 29,938,720株 2025年３月期３Ｑ 29,926,176株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  1社 （社名）Synergix Technologies Pte Ltd.、除外  1社 （社名）株式会社MJS Finance & Technology

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、雇用・所得環境が改善する中で、各種政策の効果もあり景気は

緩やかに回復しました。しかし、米国の通商政策の影響や物価上昇の継続、さらに金融資本市場の変動等による経

済活動への影響が懸念され、先行き不透明な状況で推移しました。

ソフトウェア業界及び情報サービス業界においては、企業における人手不足や働き方改革への対応、業務プロセ

スにおけるデジタル化の環境整備の進行、IT導入補助金の継続など、IT投資需要は引き続き高い水準で推移してお

ります。

当社グループは、このような経営環境の下、販売力や製品・サービス力の向上により既存顧客との関係維持、満

足度向上を図るとともに、新規顧客の開拓による顧客基盤の拡大とこれらに伴うサービス収入の増大、収益基盤の

強化に努めました。特に、利用期間に応じて売上計上されるサブスクリプション（サブスク）型のクラウドサービ

スの拡販に加え、一括で売上が計上される売切り型のオンプレミス製品についても、サブスクリプション型への移

行を加速しており、クラウド・サブスク型ビジネスモデルへの転換に伴う更なる収益性の改善を目指しておりま

す。

販売面では、インターネット上の仮想空間において製品やサービスを展示・紹介する「MJS METAVERSE FAIR 

2025秋 生成AIとDXで描く、中小企業の未来業務」を開催するなど、生成AIやDXなどのお客様の関心の高い分野の

販促活動を積極的に行いました。また、全国主要都市にある33拠点の直接販売網の強みを活かし、地域に根差した

営業・サポート活動を展開するとともに、今後、カスタマーエクスペリエンスの更なる向上やカスタマーサクセス

体制の構築を目指してまいります。併せて、お客様のDXを支援するために、従業員に対する人材育成、ITコーディ

ネータをはじめとする資格取得支援にも注力し、中堅・中小企業向けソリューションビジネス体制の更なる強化を

図っており、その一環として、2025年４月から「MJS DXコンサルティング」の実証的なサービス提供を開始し、段

階的に中小企業のお客様へのDX伴走支援を強化しております。

開発面では、クラウドとAIの活用により、一層洗練された財務会計、固定資産、ワークフローなどの業務システ

ムを提供するSaaS型クラウドERP新製品「LucaTech GX Lite（ルカテック ジーエックス ライト）」を開発し、

2025年11月に中小企業を対象に提供を開始しました。同時に、当社既存ERP製品やクラウド製品において、お客様

ニーズに即した機能改良のための開発投資を継続して行いました。また、統合型DXプラットフォーム事業の推進に

向けた開発にも注力し、子会社のトライベック株式会社が2022年７月にサービス提供を開始した統合型DXプラット

フォーム「Hirameki 7（ヒラメキセブン）」の「経営分析プラス」に「簡易キャッシュフロー計算書の自動作成」

などの新機能を付加するなど継続的な機能改良を行っております。

事業面では、グローバル市場での事業基盤 を確立するために、シンガポールのクラウドERP企業Synergix 

Technologies Pte Ltd.（以下、Synergix社）の株式を取得し、連結子会社化しました。今後、Synergix社と共に

シンガポールでの事業拡大とASEAN市場への進出を目指し、更なるグローバル経営力の強化を図ってまいります。

なお、Synergix社の損益に関しては、2026年３月期の第４四半期より、当社グループの連結損益計算書に含める予

定です。

当社グループは、2024年５月に「サステナビリティ2030」及び「中期経営計画Vision2028」を発表しました。

「サステナビリティ2030」において、ビジョン「MJS Value／お客様を大切に、そして社員の幸せを！」とESGの観

点からなる４つの基本方針を掲げ、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。さらに、「中期経営計画

Vision2028」においては、「ビジネスモデル変革と新たな価値創造へのチャレンジ」を掲げ、６つの基本戦略を実

行することにより、持続的な成長と企業価値の向上を目指します。

このような事業活動により、当第３四半期連結累計期間におきましては、会計事務所向け及び中堅・中小企業向

け各種ERP製品の販売が好調に推移しました。各種ERP製品の販売は、サブスクリプション型での提供へと移行して

いるためソフト使用料収入が大きく伸長し、ストック型の安定的なサービス収入が増加しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、サブスクリプション型への移行を進めながらも36,526

百万円（前年同期比5.1％増）となりました。利益面においては、人的資本経営戦略に基づき、先行投資となる新

卒入社社員の積極採用やベースアップ、昇給による人件費の大幅な増加に加えて、売上拡大に伴う仕入原価の増加

などの影響により、売上原価・販売費及び一般管理費が前年同期比で1,579百万円増加しましたが、増収効果等に

より、営業利益5,098百万円（前年同期比4.3％増）、経常利益5,235百万円（前年同期比5.5％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益4,243百万円（前年同期比19.1％増）となりました。
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当第３四半期連結累計期間の品目別の売上高は以下のとおりであります。

（システム導入契約売上高）

ハードウェア売上高は前年同期比7.7％増の4,448百万円、ソフトウェア売上高は前年同期比8.7％減の8,340百万

円となりました。ユースウェア売上高は前年同期比11.7％増の5,725百万円となりました。

この結果、システム導入契約売上高の合計は前年同期比0.7％増の18,514百万円となりました。

※「システム導入契約売上高」は、システム導入契約時の売上高の合計として、ハードウェア、ソフトウェア、

ユースウェア（システム導入支援サービス等）の売上高から構成されております。

（サービス収入）

会計事務所向けの総合保守サービスであるTVS（トータル・バリューサービス）収入は前年同期比1.8％増の

1,988百万円となりました。ソフト使用料収入は前年同期比32.2％増の7,264百万円となりました。企業向けのソフ

トウェア運用支援サービス収入は前年同期比0.4％減の4,536百万円となりました。ハードウェア・ネットワーク保

守サービス収入は前年同期比5.6％増の1,328百万円、サプライ・オフィス用品は前年同期比14.5％減の351百万円

となりました。

この結果、サービス収入の合計は前年同期比13.2％増の15,470百万円となりました。

※「サービス収入」は、主に継続的な役務の対価となる安定的な収入として、ソフトウェア運用支援サービスや 

ハードウェア・ネットワーク保守サービス、ソフト使用料収入、サプライ・オフィス用品等の売上高から構成

されています。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は21,177百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,451百万円減

少しました。これは主に現金及び預金が4,013百万円減少したことによるものであります。

　固定資産は25,464百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,761百万円増加しました。これは主に無形固定資産

が4,552百万円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は、46,641百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,309百万円増加しました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は12,806百万円となり、前連結会計年度末に比べ366百万円減少

しました。これは主に未払法人税等が932百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は1,794百万円となり、前連結会計年度末に比べ725百万円減少しました。これは主に長期借入金が800

百万円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、14,601百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,092百万円減少しました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は32,039百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,402百万円

増加しました。これは主に当第３四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益4,243百万円の

計上や剰余金の配当1,646百万円の実施により、利益剰余金が2,597百万円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は68.1％（前連結会計年度末は64.6％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の国内経済の見通しにつきましては、物価上昇、米国の通商政策等の影響において不透明さが残るものの、

雇用・所得環境の改善が続き、各種政策の効果により持続的な経済成長を下支えすることが期待されます。

2026年３月期の連結業績予想につきましては、現時点において、2025年５月13日に公表いたしました数値から変

更ありません。今後の業績推移等によって通期業績予想の見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたし

ます。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,722 12,709

受取手形、売掛金及び契約資産 5,322 5,524

商品 700 612

仕掛品 369 376

貯蔵品 35 70

その他 1,500 1,908

貸倒引当金 △20 △24

流動資産合計 24,629 21,177

固定資産

有形固定資産

土地 2,888 2,888

その他（純額） 1,826 2,363

有形固定資産合計 4,714 5,251

無形固定資産

のれん － 2,587

ソフトウエア 1,546 2,158

ソフトウエア仮勘定 8,869 10,221

その他 6 6

無形固定資産合計 10,422 14,974

投資その他の資産

投資有価証券 2,023 1,775

その他 3,553 3,469

貸倒引当金 △11 △6

投資その他の資産合計 5,565 5,237

固定資産合計 20,702 25,464

資産合計 45,331 46,641

負債の部

流動負債

買掛金 1,426 1,287

短期借入金 3,160 3,062

１年内返済予定の長期借入金 800 800

未払法人税等 1,552 620

賞与引当金 1,303 815

その他 4,929 6,220

流動負債合計 13,173 12,806

固定負債

長期借入金 2,400 1,600

役員退職慰労引当金 85 －

資産除去債務 22 87

その他 11 106

固定負債合計 2,520 1,794

負債合計 15,693 14,601

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,198 3,198

資本剰余金 2,904 2,912

利益剰余金 25,711 28,308

自己株式 △2,875 △2,859

株主資本合計 28,938 31,559

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 342 275

為替換算調整勘定 － △70

その他の包括利益累計額合計 342 205

非支配株主持分 356 275

純資産合計 29,637 32,039

負債純資産合計 45,331 46,641
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 34,738 36,526

売上原価 13,597 14,332

売上総利益 21,141 22,193

販売費及び一般管理費 16,250 17,095

営業利益 4,890 5,098

営業外収益

受取利息 5 28

受取配当金 18 22

持分法による投資利益 － 30

受取解決金 40 －

その他 72 100

営業外収益合計 136 182

営業外費用

支払利息 46 40

持分法による投資損失 5 －

その他 9 4

営業外費用合計 62 45

経常利益 4,965 5,235

特別利益

持分変動利益 27 －

投資有価証券売却益 358 462

関係会社株式売却益 29 －

特別利益合計 415 462

特別損失

固定資産除却損 0 4

減損損失 0 0

暗号資産売却損 182 －

その他 0 －

特別損失合計 182 4

税金等調整前四半期純利益 5,197 5,694

法人税等 1,672 1,592

四半期純利益 3,525 4,101

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △37 △142

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,562 4,243

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 3,525 4,101

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △270 △72

為替換算調整勘定 － △71

持分法適用会社に対する持分相当額 － 5

その他の包括利益合計 △270 △138

四半期包括利益 3,254 3,962

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,292 4,106

非支配株主に係る四半期包括利益 △37 △143

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、当社を存続会社、当社の連結子会社であった株式会社MJS Finance & 

Technologyを消滅会社とする吸収合併を行ったため、株式会社MJS Finance & Technologyを連結の範囲から除外

しております。

また、当第３四半期連結会計期間より、新たに株式を取得したSynergix Technologies Pte Ltd.を連結の範囲

に含めております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、ソフトウェア関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 1,545百万円 1,238百万円

のれんの償却額 55百万円 －百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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